
  

日本行動計量学会第44回大会 

ケータイ・ライフスタイルの時系列的考察Ⅱ
ｰスマホの登場によるケータイ機能利用の構造変化ｰ 

2016年9月2日

 飽戸 弘  (東京大学名誉教授) 
 栗原 一浩  (ＮＴＴドコモ モバイル社会研究所) 
 吉良 文夫  (ＮＴＴドコモ モバイル社会研究所) 
 松本 健太郎(ＮＴＴドコモ モバイル社会研究所) 
 水野 一成  (ＮＴＴドコモ モバイル社会研究所) 

○栗原 俊介   (ＮＴＴドコモ モバイル社会研究所)



/15 2 

1．目 的 
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2．調査概要 
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1) 調査実施時期： 2012年1 月、2016年1 月 
 

2) 調査対象： 2012 年調査は日本全国の15 歳以上の
男女。2016 年調査は首都圏(1 都6 県)
在住の15歳以上の男女。 

 
3) 標本抽出法： 性、年代(５歳刻み)、居住地別に人口分

布に比例してサンプルを回収。 
 
4) サンプルサイズ： 2012年調査は536、2016年調査は300。 
 
5) 調査方法：  いずれも訪問留置調査による。 

2012 年と2016 年に、下記の方法でケータイ機能利用に関する調査が行われた。 
(モバイル社会研究所では、2012 年にケータイの機能利用に関する調査項目を見直し、現
在まで毎年継続して調査を実施している。) 
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項番 
 質問文：スマホ・ケータイで以下の 
機能やコンテンツ・アプリケーションを 

月１回以上利用していますか。(複数回答) 

2012年の 2016年の 
回答者数
(n=491) 

回答者数
(n=283) 

1 音楽・動画エンターテインメント 17% 45% 
2 ゲーム   16% 40% 
3 電子書籍(マンガを含む) 4% 16% 
4 ブログ   8% 

37% 5 ミニブログ(Twitterなど) 7% 
6 SNS(Facebookなど) 6% 
7 ソーシャルメディアでの音声通話 - 23% 
8 ニュース・天気 25% 52% 
9 生活情報(グルメ・ショッピング等) 14% 43% 
10 地図・乗換案内・ナビゲーション 19% 54% 
11 ファイル保存サービス 3% 12% 
12 写真閲覧・編集 11% 37% 
13 辞書     13% 24% 
14 スケジュール、手帳、メモ 18% 36% 

ケータイ機能利用についてのアンケート内容は以下。 
スマホ普及前(2012年)とスマホ普及後(2016年)では一部選択肢が異なっていた
ため、比較可能な下記の選択肢を抽出して分析を行った。 

2-2．ケータイ機能利用についてのアンケート 
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3．分析結果 
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4．まとめ 
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1. 2012年と2016年に共通する４つのグループが析出された。 
 

(1)消極派：いずれの機能も利用が消極的（68％→39％） 
(2)コンテンツ利用派：動画・ゲームを主に利用(14％→24％) 
(3)積極派：いずれの機能も積極的に利用(5％→19％) 
(4)ツール利用派：手帳・辞書機能や情報収集等に利用(13％→18％) 

 
 

2. 各グループの年齢構成において、下記の傾向を確認した。 
 

(1)ケータイ機能を利用する生活者の比率が拡大 
(2)2012年の｢積極派｣は10代、20代が多かった。2016年の｢積極派｣は様々

な年代の生活者が属する傾向 
(3)2012年に比べて2016年においては「消極派」の中で60歳代以上の男女の

比率が拡大 
 
3．結論（リサーチクエスチョンへの解） 
 

(1)スマホの登場によって様々な年代の生活者のケータイ機能の利用が積極的に
なった 

(2)一方、ケータイ機能の利用が消極的な生活者に占める60歳以上の男女の
比率はスマホの登場後に拡大した 
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ご清聴ありがとうございました。 


